
鯨
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擁
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農

業
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會

主

義

論

(
こ

…
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・…
・・…
・・…
…
法
學
博
士

,
.禦
雌

課
税
⑳
賜
貼
に
就
ざ
毛

郭
警
影

レ
》蟄

臨
士

支

那

古

來

の
限

田
説

…

…

・・…

一…

・…

…
…
激

縣

社

債

値

論

上

の
リ

カ

ア
ド

ε
マ
ル

ク

ス
(
こ

…
経
済
學
±

人
格

主

義

の
髄
謄

脛

濟

ε
人

生
諾

(二
・完
)…
注

學

出

時

事

闇
曙
曜

排

臥
問
題
に
就

き

下

…

…

…

・…

…

輩

星

我

海

運

政
鼻策
に
…封
ず

る
國

民

の
反
省

…
:
...法
學
博
士

雑

.
蘇

ド
三
種

の
養

本
論
L邦
謬
…
L

卜

…
…

法
器

士

一
世

界

職
鄭

紐

盗

め

攣

動

..旨窪

田..目
..竃
,.
毒

嘩

律

朝

鮮

干

潟

地

利

用

論

…
-

..纒

濟
學
士

新

著

紹

介

…

…

・…
-
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,

.・法

學

上

し

ア

桐

田

嗣

郎

コ

じ聯

戸

正

雄

小

島

砧

馬

堀

脛

夫

石

ル

興

二

瀬

戸

正

雄

戸

田

海

市

河

上

,肇

汐

見

三

郎

三
田
村

一
郎

汐

見

・
三

郎
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舞

三
種
の
『
資
本
論
』
邦
澤河

.

上

筆

ロ
ハ
今
我

國

に
は

マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
』
を
全
課

せ

ん
ご

,
す

る
三
種

の
計
叢

が
在

っ
て
、
既

に
各

工
兵

の
第

一
巻

を
公

に
七
て
る
る
。
(厘

本

の
標
題

は

U
島

西
月
評
巴

で

あ

る
の
に
、
三
種

の
鐸
本

ε
も
「
論
」
を
附

加
し
て

「
資

本
論

』

ざ
爲
す

こ
ε
に

「
致

し

て
み

る
の
は
、
少

し
不
・

思
議

の
感

じ
が
す

る
)
。

第

〕
は
、
商
銀
⊥
⊥松

浦
要
氏

の
濁

力
計
叢

に
成

る
も

の
で
.、『
歪
諜
資
本

論
」

ε
題
し

、
大

正
八
年

九
月

に
其

の
『
第

一
皿
川
』
が
公

に
さ
れ
た
。

牧
む

る
所

は
、
第

一
巻

第

一
篇

の
第

…
章
よ

り
第
三
章

に
至

る
ま

で
ゴ
あ

る
。

第

二
は
、
生
田
長
江
氏

の
同

じ
く
濁
力
甜
書

に
成

る

も

の
で
、『
資

本
論
」

ざ
題
し
、

大
正
八
年
十

一
.一月

に
其

の

『
第

　
分
冊
」

が
公

に

さ
れ
た
。

牧
む

る
所

は
.、
第

一
巻

第

一
篇

の
第

一
章

よ
b
第
三
章

ま
で
、
及

び

同
じ

雑

録

三
種
ハ
『
資
木
論
』
邦
誤

O

く
第

二
篇

の
第

四
章

で
あ

る
。

第

三
は
、
高
畠

、
左

右
田

、
坂

西

.
高
橋

、
寺
尾
、

大
塚

、
金

子
、
幅
田

の
八
氏

が
分
措

し

て
繹
筆

を
執

る

こ

い
ふ
計
盗

の
も

の
で
、
輻
田
榑
士

が
其

れ
に
校

註
を

加

へ
ら

る

、
筈

に
な

っ
て

み
る
、
之
は

「
マ
ル
ク

ス
全

集

』
.の
第

一
期

の
事
業

に
鳳
…す

る
も

の
で
、
近

頃
公

に

さ
れ

た
の
は
、
『
資
本

論
」

の

『
第

一
巻

第

一
冊
」

で
あ

る
。
其

の
鞍
行

は
最
も

後

れ
て
、
大

正
九

年

の
六
月

に

な

っ
て

み
る
。
牧
む

る
所

は
、
第

一
巻

の
第

一
篇

、
第

二
篇

、、
及
び
第
三
篇

の
三
篇

で
、
合
計
九

章

に
及

ん
で

み
る
。

さ
う

し
て
此

の
部

分
は
、
翻
鐸

分
撚
者

の

一
人

な
る
高
畠
氏

が
卑
ら
筆

を
執

っ
て
居
ら

れ

る
。

此
等

三
種

の
鐸
書
の

巾
、
第

一
冊

の
獲

行

の
早

い
の

は
、
松

浦
第

一
、
生

田
第

二
、
高
畠
第
一二
の
順

序
に
な

っ
て
み
る
が
、
そ

の
代

b

、
松
浦

氏
の
は
第

一
巻

の
第

一
篇

だ
け
、
生

田
氏
の
は
第

一
巻

の
第

]
篇
及

び
第

二

篇
、
高
畠
氏

の
は
同
じ
く
第

一
巻

の
第

一
.篇
、
第

二
篇
、

及

び
第
三
篇

ご
云

ふ
や

う
に
、
後

れ

て
出

た
も

の
ほ
こ

翻
諜

の
分
量

は
多

く
な

っ
て

み
る
。

し
か
ら
ば
其

の
翻

繹

の
品
質

は
伺
う

で
あ
る

か
。

そ

の
黙

を
少
し
く
調

べ

第
十

い
巻

(第
四
號

一
Q
九
)

五
五

一

イ

「



雑

録

三
種
の
『
資
本
論
』
邦
診

て
見

た

い
ε
思

ふ
,

さ
て
此
等

三
種

の
鐸
本

を
ば
其

の
全
艦

に
亘

っ
て
比

較
す

る
こ

`
は
、
私

の
今

駕
し
得
ざ

る
所

で

あ
る
。

さ

れ
ば

ε
て
、
見
本

の
た
.め

=

皿の
個
所
を
選

ぶ
ε
す

れ

ば

、
そ
の
如

何
な

る
部

分
を
探

る

べ
き
か
に

っ
き

、
・
聯

か
迷

は
ざ

る
を
得

ね
。
只

私

は
、
嘗

て
松
浦

氏

の
繹
本

を
批

評

し
た

る
こ
オ
あ
る
が
故

に
、
藪

に
は
其

れ

に
基

き
、
當
特
引

用
し
た

る
所
を

、
重
ね

て
利
用
す

る

こ
ご
.

に
し
た

い
ご
思

ふ
Q

先

づ
巻

頭
第

一
の
文
句

を
見

る
。

そ
れ
は
三
種

の
鐸
…

本

に
其

れ
一

次

の
如

く
爲

っ
て
み
る
。

う

も

マ

も

も

ウ

(松
浦
氏
鐸
交
∀
『
資
本
制
生
産
方
法
が
專
ら
行
は
れ

　

へ

る
肚
會

の
富
は
、
「
豆
類

な

る
商
品

の
集

積
」

で

、
個

サ

　

り

い

こ

む

　

ロ

　

　

む

し

ご

む

む

個
の
商
品
は
之
を
組
織
す
る
も
の

・
形
式
の
や
う
に
皿

む

む

む
　

　

思
は
れ
る
。
故
に
吾
人
の
研
究
は
商
品
の
分
析
を
以
.

て
端
を
開
か
う
。
』

も

や

ヤ

ヤ

ヘ

へ

へ生
田
民
譚
女
)
『資
本
家
的
生
産

の
支
配
し
て
み
る

あ

も

ち

や
う
な
肚

會
の
富
は
、
「
互

人
な
る
商
品

の
集
積

」

ε

む

む

む

　

む

し

て
現

れ
、
個

々
の
商
品

信
そ
れ

の
軍
位

こ
し

て
現
.

第

†

一
.巻

(第
四
號

一
一
〇
)

五
五

二

り

　

む

は
れ
る
。
そ

こ
で
我

々
の
討
究

は
商
品

の
分
析

か
ら

始

め
ら

れ
ね
ば
な
ら

の
。
」

も

し

や

で

も

"
(
高
畠
民
譚
友

,
『
資
本
制

生
産

方

法
の
蔓

っ
て
み

る

諸

々
の
肚
會

の
富

は

「　焔
光
陰

る
商
品
集
積

」

ご
し

む

ロ

　

つ

　

　
　

む

む

　

て
現
は

れ
、
個

々

の
商
品

は
其

の
成
素

形
態

こ
し

て

ヘ

ロ

　

　

　

現
は
れ
る
。
故
に
我
々
の
研
究
は
商
品
の
分
解
を
以

っ
て
始
ま
る
。」

之
に
相
賞
す
る
原
文
及
び
英
鐸
は
次
の
如
く
で
め
る
。

(
原

文

〕

U

雲

外
①
闘多

子

口
日

常

「

O
①
。・
の
=
9「
h
富

津
①
9

ぢ

'<
2
∩
言

口

犀
p
嘗

臼
一
】g・
ρ印ψ
∩
ゴ
①

勺
【
o
侮
日
パ
畝
8

u・
謹
ユ
団
o

ゴ
①
「
冨
9

[噛

o
「
u。
∩
諸

ぎ

ρ

巴
の

0
5
①

噛噛口
口
究

ゴ
2

「
o

≦

雷

「
o
口
雷

日

ヨ

冨

口
鵬
..-
島
①

0
5

N
画
コ
o

≦

p
碧

①

巴
μ唖
.9・
Φ
ヨ

o

固

①
ヨ

9

訂

儒
o
"
ヨ

.

C
ヨ

理

㊦

⊂
葺

o
「
田
9

穿

5

σq

げ
の
σq
甘

葺

α
筈

臼

日

澤

α
6
【

〉
コ
巴

葦

Φ

岳

「

!
<
臣

「
o

.

(英

課

)

門
ゴ
o

を
o
巴

子

o
門

9

0
誘

い
o
o
一
①
ユ
臣

ぎ

芝

巨

∩
げ

酔

①

8

箕

島

黒

∋

&

①

亀

℃
「
。
亀
・
n
二
9

冥

Φ
'
、国
接

唱

①
器

コ
[
m

蔚

①
馬

田

.囑雪

崩
3

目
o
諺

①

胃

2

日

巳
μ
二
〇
冨

o
㌦

8

ヨ

ヨ

o
曲

畠
窃

㌔
.
同厨

口
巳

け

滞

げ

びQ

ρ

ら・
ぎ

吼

0

8

三

三

o
匙
一信

9

Fユ

ヨ

①
も・
二
σq
m
二
8

ヨ

=
嵩

多

日

o
-

♂

諾

訂

四
三

a

島

臣

①

p
⇒
巴

悌

げ㎝

Q
{
p

8

ヨ

5

0
象

曙

.
*

右

に
列
翠

し
に
範

園
内
で

は
、
先

づ
次

の
こ
ご
が
言

へ
る
や
う

に
思
は
れ

る
。

第

一
に
-
松
浦

氏

の
繹
女

に
は
、
誤
繹

ε
し

か
思
は

層 英 課 はMooreandAvelingの 課 丈 に てUlltermannの 校 訂 ぜ し もの 為採 る、 後

に英 課 別 本 ミ謂 ふJiLondon,WilliamReevesの 出版1こ 戌 れ るBellamyLibi・ary

の版 本 々指 す。



、

れ

澱

黙

が

在

る

や

う

で

あ

る

。
即

ち

原

文

に

一)
q

肉
・
下

O
葺
ゴ
=
已
…
…
:
O
屋
号

O
冒
[

巴
。・
:
…
三

山
[Φ
o
一口
N
Φ
ぼ
①

≦

国
母
〇

四
『

巨

Φ
ヨ
Φ
三

巴
♂
「∋

.
ご

あ

る

の

を

『
…

・・
…

個

力

の

商

品

は

之

を

組

織

す

る

も

の

、

形

式

の

や

う

に

思

は

れ

る

」

ε

鐸

出

し

て

居

ら

れ

る

が

、

そ

の

中

馬
少

く

ε

も

・

o
「ω
野

9

旨

巴
。。

を

『
の

や

う

に

思

は

れ

る

」

ε

鐸

し

て

あ

る

の

は

、

明

か

に

誤

謬

だ

ご

謂

は

な

け

れ

ば

な

る

ま

い

。

又

三

e
ヨ
ω
三
巴
♂
「
旨

を

　。之

を

組

織

す

る

も

の

、

形

式

」

,し
鐸

さ

れ

て

る

る

の

は

、

意

味

が

通

じ

な

い

ご

謂

は

な

け

れ

ば

な

ら

諏

。

第

二

に

、

生

田

氏

の

鐸

交

に

は

、

英

鐸

を

参

照

さ

れ

た

跡

が

見

え

を

や

う

で

あ

る

。
例

へ
ば

題

。
ヨ
。
黒
円
ぴ

「ヨ

.

は

、
英

繹

に

は

巨

一汁
ざ

鐸

し

て

あ

る

が

、
(
尤

も

英

鐸

別

本

に

は

頂

鐸

し

て

o
冨
ヨ
Φ
三

9
還

♂
巨

ざ

し

て

あ

る

)
「、

生

田

氏

も

『
単

位

」

ざ

鐸

し

て

居

ら

れ

る

。

叉

O
窄

①
「o

d
幕

≧

3

旨

σq
.げ
&

昌
詳

審

プ
q

.…
:
=
ε

云

ふ

所

も

、

英
.

鐸

に

は

要

蓉

『
紹

三

ε

し

て

め

る

が

、
生

田

氏

の

澤

交

に

も

『
始

め

ら

れ

ね

ば

な

ら

ね

」

ご

し

て

あ

る

。

第

三

に

、

高

畠

氏

の

繹

丈

に
、は

、

凋

逸

の

原

文

を

}

語
一

に
逐
う
て
、
原
語
の
語
形
並
び
に
品
詞
的
性
質

雑

録

三
根
の
『資
本
論
』
邦
課

.

を
維
持

せ
ん

ご
努

め
た
特

徴

が
在

る
。

例

へ
ば
耐
會
ぎ

い

ふ
字
が
原
女

に
複
撒
を
用

み
て
あ

る
が
た

め
で
あ
ら

う
、
鐸
交
に

は

「
諸

々
の
肚
會
麟

ざ
さ
れ
て
あ

る
。

叉

≦
塁
冷
房
p
ヨ
旨
ξ
口
σq

ε
云

ふ

一
語

は
、
英
鐸

に
は

9∩
o〒

巳
巳
pぼ
o口
o
{
oo
日
ヨ
o
α
三
①
切

ε
三
語

に
な

っ
て
居
り

、

ロ

生
田
氏
も

『
商
品

の
集
積

』

ε
さ
れ
て

み
る
が
、
高
畠

.

氏
は
『
の
」
を
省

い
て

『
齎

n叩
集
積
』

ご

さ
れ

て
る
る
。

匹
①
ヨ
①
三
巴
♂
「日

も
そ

の
ま

、
に

「
成
素
形
態
」
ε
し
て

あ

る
。

さ
て
そ

の
玖

は
伺

う
な

っ
て
み
る
か
。

(松
浦
氏

課
交

『
商

品
(「
は
縣
を
脱
す

P
)
、
先

づ
第

】

に
外

界

の
目
的
物

で
あ

り
、
其
性
質

に
依

て
種
類
め

如

何
を
問

は
す

人
間

の
慾
望
を
充

た
す
物

で
あ
.る

.

之
等
欲
望

の
性
質

は

胃

か
ら
獲
す

万
福

の
で
あ
ら

う
ε
、
空
想

か
ら
生
す

る
も

の
で
あ
ら
う

ご

、
其
結

果

に
違

ひ

は
な

い
。
叉

其
物

が
.人
間

の
欲

望

を
こ
う

充
す

か
、
生
活
費
料

こ
し

て
即
ち
享

楽

の
目

的
物

ε

・

し
て
直
接

に
充

た
す

か
.、
叉

は
生
産

手
段

こ
し
て
間

接

に
充
た
す

か
も
、
薙

に
問
題

ε
な

る
も

の
で
は

な

第

十

一
巻

〔第
四
號

一

;

五
五
三



'

「

雑

録

三
種
の
『資

本
論
』
邦
課

、

い

。
」

(
生
田
氏
鐸
女

)
『
商
品

は
先

づ
、

一
個

の
外
的
勤

象

で
あ

る
。

そ
の
特
性

に
よ

っ
て
何
等

か
の
人
間

的

欲

望
を

満
足

ざ
す

ご

こ
ろ

の
事
物

で
あ

る
。

斯

う
し

だ

欲
望

の
性
質

は
.
そ

れ
ら

の
も

の
が
例

へ
ば
胃

騎

か

ら
生

じ

て
來

よ
う

`
も
、
或
は

空
想

か
ら
生

じ
て

來

よ
う

己
も

、
別

に
異

っ
陀

こ
ざ
は
な

い
。
此

場
合

、

そ
.の
事
物

が
如
何

や
う

に
し
て
人
間
的
欲
望

を
満

足

さ
す

か
ε

い
ふ
こ
ご
も

、
直
接

に

生
活

資
料

ε

し

て
、
即

ち
享
樂

の
対
象

ゼ
し

て
満
足

さ
す

か
、
'そ

れ

蓬
も
迂
路

を

し
て
、
生
産

手
段

ε
し
て
満

足

さ
す

か

ε

い
ふ
こ
ご
も

.
問

ふ
ε

こ
ろ

で
は
な

い
。』

(
高
畠

氏
鐸
交

V
「
商
品

は
先

づ
、
外

界
の

}
対
象

で

あ
る
。
即

ち
其
諸

ぐ
の
性

質

に
依

っ
て
、
人
類

の

何

誓

か

の
種
類

の
欲

盟

を
充
血
す

一
の
物
で
あ

る
。

此

欲
望

の
性

質
如

何

、
即

ち
其

れ

が

胃
鵬

か

ら

起

る

か
、
叉
は
室
根

か
ら
起

る
か
は
、
些

の
攣

化

を
與

ふ

る

こ
ε
は
な

い
。

叉

、
其
物

が
如

何

や
う

に
し
て

人

類

の
欲

望
を
充

た
す

か
、
例

へ
ば
直

接

に
生

活
資

料

`
し
て
、
即

ち
享

樂

の
対
象

`
し
て

か
、

そ
れ
ざ

も

第
十

一
巻

(第
四
號

二

二
)

五
五
四

間

接

に

生

産

機

關

ざ

し

て

か

、

そ

れ

も

藪

で

は

周

題

ご

な

ら

な

い

。
」

前

例

に

よ

っ

て

、

之

に

相

當

す

る

濁

逸

厚

衣

及

び

英

・

鐸

交

を

次

ぎ

に

掲

げ

る

。
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E二

雑

録

三
種
の
.『資
本
論
』
邦
諜

て
高
畠

氏

の
方
に
脱

け

て
居

り
、

又
原
.曳

に

は

雲
h

晋

・B

d
舅

濃

ご
あ

る
所

へ英

鐸

に
は
輩

に

一口
暗

ゆ
。
ξ

ま
わ
り

タ
ち

ε
な

っ
て

み
る
所

)
が
、
生

田
氏

の
に
は

『
迂

路
を

し

て
」

ε
鐸
出
し

て
あ

る
の

に
、
高
畠
氏

の
に
は
只

「
間

接

に
」

ご
し

て
あ

る
所

な
ご
を
見

る
ε
、
生
田
氏

の
方

も

ヤ

が
原
文

に
よ
り
近

い
や
う
な
黙
も
あ

る

の
で
あ

る
。

叉

℃
「o
音
聾
ご
島
日
暮
里

亡

い
ふ
字
は

、高

畠
氏

の
に
は
「
生

へ

も

産

機
關
』

ご
鐸
出
し

て
あ

り
、
生

田
氏

の
に
は

「
生
産

手
鑓
」
ε
鐸
出

し
て
あ

る
が
、
こ
れ

も
生

田
氏

の
鐸
の

方

が
恐

ら
く
原
語

の
意

味

に
近

か

、
ら
う

。
牢
。
9
匪

o
房
、

目
弾
包

ε

い
ふ
中

に
ば
、
簡
軍
な

道
具

や
原
料

な
ご

も

含

ま

れ
て
み
る

の
だ

か
ら
、

そ
わ
を

『
機
關
」

ε
謂

ふ

の
は
不
適
當

で

は
あ

る
ま

い
か
ε
思

ふ
。

以
上
は
開
巻
第

一
の
所
を
比
較
し
て
見
た
の
で
あ
る

が
、
私
は
更

に
敷
瓦
を
飛
ば
し
て
、
全

個
所

だ
け
、

三
種
の
澤
本
を
比
較

し
て
見
や
う
ε
思
ふ
。

(松
浦
氏
課
丈
)
「
共
庭
で
吾
人
は
勢
働
生
産
物

の
残

滓
を
観
察
し
や
う
。
其
生
産
物

か
ら
残

っ
た
も
の
は

幻
影
の
や
う
な
目
的
物
、
即
ち
無
差
別
な
入
間
勢
働

第
+

一
巻

(第
四
號

一
一
四
)

玉
五
六

の
塊

り
に
過
ぎ
な

い
。
形
式
を
度
外
税
せ
る
人
間
勢

働
力
の
支
出
で
あ

る
。
之
等
の
物
艦
は
、
生
産

に
人

間
の
勢
働
力
が
費

さ
れ
、
人
間
弊
働
力
の
集
積

さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
ε
を
語
る
に
止
ま
る
。
物
薩

に
共

通
な
此
肚
曾
賄
費
罷
の
結
晶
ご
し
て
見
る
`
き
、
其

は
債
疽
一

商
品
償
値
を
な
す
も
の
で
あ
る
。』

(生
田
民
譚
交
)
『
我
々
を
し
て
今
勢
働
の
産
出
物
の

残
留
物
を
考
察
せ
し
め
よ
。
そ
れ
ら

の
産
出
物
・に
残

っ
て
み
る

の

は
、
同

一
の
幽
盤
的

な

対
象
性
で
あ

る
。
無
差
別
的
な
人
聞
助
勢
働

の
箪
な
る
凝
塊
で
あ

る
。
即
ち
費
し
か
た
に
頓
着
せ
す
し
て
費
さ
れ
た
る

人
間
的
勢
働
力
の
軍
な
る
凝
塊

で
あ

る
。
此
等
の
事

物
は
だ
努
、
そ
れ
を
産
出
す

る
爲
め
に
人
間
的
勢
働

力
の
資
磨
れ
て
み
る
ご
」ご
、
そ
れ
の
中
に
人
間
的
勢

働
の
堆
積

さ
れ
て
る
る
こ
蓬
を
吾
々
に
語

る
に
止

ま

る
。
そ
れ
ら

の
物

に
共
通
な
此
肚
會
的
實
禮

の
結
晶

ε
し
て
、
そ
れ
ら
の
物
は
贋
値
-

商
品
償
値
で
あ

る
。」

(高

畠
氏
鐸
交

)
「
然
ら

ば
勢
働
諸
生

産
物

の
残
基

は

何

で
あ

る
か
、
之
れ
を
考
察

し
ゃ
う
。
右

の
抽

象

の
.
,
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「

㎡

円

`
.
雑
.
録

三
種
の
『資
本
論
』
邦
謬

で
も
あ
ら
う
が
一

矢
張
り
其
の
間

に
多
少
の
相
違
が

め

る

。
例

へ

ば

日

O
ロ
。。O
ゲ
=
O
ゴ
Φ

》

「
げ
q
ρ

ヨ

①
昌
ω
6
三

8
『
Φ

　

諺
等
騨
。・宥
弾

導

を
、
生

田
氏

は

『
人
間
的
労
働
」
及

び

む

『
人
間

的
勢
働
力
」
ε
さ
れ

て
み
る
の

に
、
高
畠
氏

は
軍

に
『
人
間
勢
働
」
『
人
間

勢
働
力
」

ご

さ
れ

て
る
る
。

即

ち
此
等

の
場
合

に
は
、
却

て
生

田
氏

の
方

が
原

語

の
品

詞

的
性
質

を
維
持

し
ゃ
う

ε
せ
ら

れ
て
る

る
や

う

に
見
.

え

る
。
蓋

し
高
畠

氏
が
「
人
間
的
」
ぜ

い
ふ
言
葉

を
避

け

ら

れ
た

の
は
、
同
じ
人
間

の
労
働

に
入
間

的
な

も

の

ε

人
間

的

で
な

い
も

の
ご
が
あ

る
ざ
云

ふ
や

う
に
一

人
間

的

ご
云

ふ
吉
葉

を
人
間

ら

し
き
ε
云

ふ
意
味

に
用

う

る

場

合
が
あ

る
の
で

そ

れ
ε
混
同

す

る
こ
ざ
を
嫌

は
れ

た

の
か
も

知
れ
な

い
o

し

か
し

》
匿

因
曙
。。霞
幕

臼
O器
.
.

圃ぎ
①
昌
四
望

Φ…コ
・畠
塾

δ
,
9

σq
Φ
ω色
目
冨
寧

年
9

ω
・7

・・臼
尽

。・ヨ
匹
。・【Φ
～く
Φ
「鋳
①
1
慈

母
誘
旨
{
臼
チ
p
を
、
生

田
氏

む

む

む

む

り

む

　

は

「
そ
れ
ら
の
物
に
共
通
な
此
肚
會
蘭
質
騰
の
結
晶
ご

し
て
、
そ
れ
ら

の
物
は
僧
位

一

商
品
償
値
で
あ
る
』

ご
し
て
居

ら
る

、
に
、
高
畠
氏
が

之
を
『
之
等

の
物

は
、

共
通
な
る
肚
曾
爾
實
艦

の
結
晶
ご
し
て
、
贋
値
一

商

品

僧
位

で
あ
る
』

ご
鐸
出

し

て

臼
o
器
「
凶ぎ
2

の

ユ
字

第
十

「
巻

(第
四
號
.
一
.=

ハ
)

五
五
八

を
無
視

し
て
居

ら
れ

る
の
は
、
別

に
理
由

あ
る

こ
ε

＼

も
思

へ
組
や
う

で

あ
る
。

私

は
先

き

に
第

一
の
引
例

に

つ

い
て
述

ぶ
る
際

、
『
高
畠

氏

の
鐸
女

に
は

、
濁
逸

の
源

交
を

一
語
一

に
逐
う
て
、
原
語
の
語
形
並
び
に
品
詞

的
性
質
を
維
持
せ
ん
ご
努
め
π
特
徴
が
あ
る
」

ξ
言

っ

セ
が
、
弦
に
引
く
第
三
の
例
で
は
、
生
田
氏
の
鐸
丈

ご

の
比
較
に
於
て
、
高
畠
氏
の
方
に
、
さ
う

い
ふ
.特
徴
が

も

や

よ

り

多

く

あ

る

ビ

も

盲

へ
弧

や

う

で

あ

る

。

猶

ほ

序

に
述

べ
て

置

く

が
.、

o
ぎ

o

即
自
爵

ω
Σ

詩

p
亀

島
o

閏
o
§

[ξ

異

く
Φ
冨
塁

『q
p
σ
昌

㈹
…

…

ε

云

ふ

句

を

、

　

ロ

　

　

タ

　

生
田
氏
は

『
嬰
し
か
π
に
頓
着
せ
す
し
て
費

さ
れ
た
る

入
間
的
勢
働
力
云
々
」

ピ
謬

し
て
居
ら
れ
る
が
、
そ
れ

で
は
、
そ
の
勢
働
力
は
、
費
し
か
た
に
頓
着
せ
す
し
て
無
.

茶
苦
茶
に
費

さ
れ
た
る
掛
倒
力
の
や
う
艦
.聞
え
て
、
誤

解
を
生
す
る
鯨
地
が
+
分
に
在
る
ε
思
ふ
。
高
畠
氏
も

　

　

　

　

「
其
支
出

の
形
式

に
頓
着

な
き
人
聞
勢
働
力

の

支

出
云

云
』

ご
鐸
出

し

て
、
生
田
氏

の

『
頓
着

せ
す

し
て
費

さ
.

れ

た
る
』
.こ

い
ふ
代
り

に
、
「
頓
着

な

き
支
出
」
ε

い
ふ

言

葉
を
用

み
て
届
ら

れ
る
が
、

さ
う
書

き
政

へ
て
見
て

も
、
矢
張

り
前

に
述

べ
た
や

う
な
誤
解
を
生
す

る
の
鹸

」

,
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画

・



地

が
全
(
無

い
ご

は
言

へ
隠
ε
思

ふ
。
{私
.は
嘗

て
此

・の

一
旬

を
痒
し

て

『
如

何
な

右
形
態

に
於

て
費

さ
れ
た

る

や

に
関

係
な
一

、
兎
も
角
人
間

の
勢
働

力

の
支
出

の

云

　

云
』

ε
し
π

こ
ご
が

め
る
が
、

こ
う
し
て

は
随

分
原

文

ε
離

れ
る
け

れ
ご
も

、
そ

の
代
b
前

に
述

べ
た
や

う
な

誤
解

を
生
す

る
虞

は
あ

る
ま

い
ご
思

ふ
。

以

上
私
は

、
嘗

て
松
浦

氏

の
鐸
本
を
批

評
し
た
際

に

引
用

し
た
場

所

に

つ
き
、
三
種

の
鐸
本

を
比
較

し
て
、

思

ひ
付

き

の
ま

、
を
述

べ
た
。
そ

れ
は
吉

ふ
ま

で
も

な

く
杢
騰

の
中

の
極

め
て
些
細

な

る

一
小
部

分
で

め
り

、

且

つ
只

そ
れ
だ

け

の
部
分

の
比
較

で
、
三

種

の
鐸
本

の

特

徴

が
分
る
課

は
勿

論
な

い
の
だ
が
、
そ
れ
か

ご
盲

っ

て
、
全
艦

に

つ
い
て
三
種

の
課

本

を
互

に
比
較

し
、
且

つ

之
を

一
々
原
文

`
樹
照

し
て
見

る
ご
云

ふ

ご
ε

は
、
只

今

私
の
到
底
駕

し
得

ざ

る
所

で
あ

る
か
ら
、
そ

の
全

禮

に
亘

っ
て
の
債
値
利
断

ヴ
下
す

こ
ε
は
、
暫
,く
差
控

へ

て
置

く
の
外

あ

る
ま

い
。
乃
ち
私

は
只

、
敷
年

前
ま

で

.

は
殆

ご
思
ひ
も
寄
ら

な

か

っ
た

マ
ル
ク
ス
の
資

本
論

の

邦
鐸

の
計
叢

が
、
同
時

に
並

行
し

て
三
種

ま
で
も
着
手

雑

録

世
界
戦
争
ミ
人
口
の
受
動

さ
れ

て
る

る
ε
云

ふ
や

う
な

、

マ
ル
ク

ス
學

の
我

國

に

於
け

る
興
隆

を
既

し
、
且

つ
三

種

が
假
令

三
種

ま
で

貰

な

く

ε
も

、
せ

め
て

}
鏡
な

り
二
種
な
り

が
、
完

全

に
.

最
後

ま
で
遂
行

さ
れ

て
、
苦

力
が
兎
も
角

日
本

文

で
資

本

論
を
讀

み
得

る
日

の
、

　
日
も
早
く
到

來
せ

ん
こ
`

を
所

っ
て
、
此

の
紹
介

の

一
文

を
終

る
こ
ε
に
し
ゃ

う

ピ
思

ふ
。

.


